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1

新
し
い「
旅
の
図
書
館
」の
ご
案
内

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
／
旅
の
図
書
館
長
　

久
保
田
　
美
穂
子

「観光の研究と実務に役立つ
図書館」を目指して

特 集

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
観
光
の
研
究
と
実
務
に

役
立
つ
図
書
館
」

　
「
旅
の
図
書
館
」
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
観
光
の
研
究
と
実
務
に
役
立
つ

図
書
館
」
で
す
。
観
光
を
研
究
し
て
い
る

方
・
学
ん
で
い
る
方
、
観
光
政
策
の
立
案
、

観
光
産
業
や
観
光
地
の
経
営
や
実
務
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
広
く
観
光

に
関
す
る
動
向
や
歴
史
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

収
蔵
方
針
を
一
部
変
更
し
、
学
術
的
実

践
的
な
専
門
性
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

た
た
め
、
全
て
の
蔵
書
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
、
今
回
の
移
転
に

伴
い
当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
が
収
集
し

て
き
た
統
計
や
公
開
可
能
な
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
も
蔵
書
と
し
て
集
約
し
、
蔵

書
規
模
は
約
６
万
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
献
か
ら
〝
研
究
の
種
”

を
、
多
く
の
参
考
事
例
か
ら
観
光
政
策

や
観
光
地
づ
く
り
の
〝
現
場
に
活
か
す
ヒ

ン
ト
”
を
探
す
た
め
に
、
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

運
営
主
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
の
長
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
の
背
景
な
ど
は
後

述
し
ま
す
。

独
自
の
図
書
分
類
と

専
門
性
・
希
少
性
の
高
い

蔵
書
の
公
開

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、

専
門
性
、
希
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
に

つ
い
て
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
は
、
観
光
研
究
図
書
に
関
す
る
独
自
分

類
の
導
入
で
す
。

　
一
般
的
な
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館

は
通
常
、
広
範
な
分
野
の
資
料
を
取
り
扱

い
ま
す
の
で
、
一
般
的
な
分
類
方
法
と
し

て
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
と
い
う

も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
当
館
の
よ
う

に
特
定
分
野
に
集
中
し
て
図
書
を
収
蔵

し
て
い
る
専
門
図
書
館
に
お
い
て
は
、
収
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3 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集 1   新しい「旅の図書館」のご案内

｢旅の図書館」は、2015年（平成27年）10月1日から約1年間の閉館期間を経て2016年（平成28年）10月3日、

東京駅八重洲口から港区南青山へと場所を移してリニューアル開館しました。

本年7月に落成しました南青山の「日本交通公社ビル」内に開館し、当財団の調査研究部門とともに、

これまで以上に専門性を高めて新たな機能の発揮に取り組みます。

本特集は移転後最初の発刊になりますことから、「旅の図書館リニューアル開館記念号」としました。

特集1では、このたびの移転・リニューアルに込めた想いと新しい「旅の図書館」の特徴をまとめ、

併せて具体的な利用方についてご案内します。

　「旅の図書館」は、1978年（昭和53年）、「テーマ
のある旅を応援する図書館」として財団法人日本交
通公社が、八重洲第一鉃鋼ビル１階に開設したもの
です。開館当時の名称は「観光文化資料館」で、当時
から「旅の図書館」という愛称も使われていましたが、
1999年、正式に「旅の図書館」へと改称しました。
　開設の理念としては、当時の当財団西尾壽男会長
が「観光はそれ自体が文化であり、その観光文化を向
上させたい」という言葉を残しています。また開設時
のパンフレットのキャッチコピーは「大きな旅、豊かな
旅へ」「旅立ち前の＂旅立ち”」でした。
　世界各国から集めた図書・地図・資料約1万点、新
聞・雑誌を約70種類集めて無料で公開し、その後、旅
行の下調べに必要な図書をという要望に応えて、日本
各地、世界各国の旅行ガイドブック、時刻表、旅行関
連雑誌、紀行文など、旅行に役立つ資料を充実させ
ました。蔵書数は約3万5千冊規模（雑誌を除く公開

図書のみ）となり、多い年には年間3万7千人の皆様に
ご利用いただくようになりました（1995年）。
　2002年（平成14年）には専門図書館協議会へ加盟
し、図書館に求められる専門性などについて模索し
ながら、「旅の図書館講座」など、図書館を会場とす
るセミナーや講座の開催、蔵書の中からテーマを決め
ての特別展示などにも取り組みました。
　2012年以降、より学術的な専門性を高めようと、観
光研究の専門書や学術書の収集に力を入れ、貴重な
資料のデジタル化や古書・稀

きこ う

覯書の閲覧の開始、学
術ジャーナルの購読・公開などを開始し、2014年（平
成26年）からは、閉館後の図書館を利用して、「たびと
しょCafe」という少人数でゲストを囲み、双方向の情
報・意見交換のできるミニ研究会を主催してきました。
　2015年（平成27年）10月以降、移転のため休館し、
2016年10月、南青山でリニューアルオープンしました。

年 主なできごと

【これまでの旅の図書館】
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蔵
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
一
つ
の
分
野

に
集
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
初
め
て
独
自
の
分
類
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

体
系
的
な
分
類
に
適
し
た
十
進
分
類

法
の
長
所
を
活
か
し
つ
つ
、
観
光
分
野
に

特
化
し
た
収
蔵
資
料
の
特
徴
に
対
応
す

る
た
め
、こ
の
た
び
、観
光
研
究
資
料
（
Ｔ

分
類
）、
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
（
Ｆ

分
類
）、
基
礎
文
献
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
）
の

３
つ
の
分
類
方
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
管
理
運
営
面
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
ご
利
用
の
皆
様
に
と
っ
て
も
目
的

の
図
書
・
資
料
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お

探
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

分
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
特
集
２
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
主
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
発

行
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
（
古
書・稀
覯
書
）

の
公
開
性
を
高
め
ま
し
た
。
当
館
で
は
、

外
国
の
観
光
政
策
を
日
本
語
に
訳
し
た

戦
前
の
本
、
明
治
期
の
日
本
国
内
の
温
泉

や
観
光
地
の
様
子
を
記
し
た
文
献
、
あ
る

い
は
昭
和
初
期
の
日
本
の
観
光
魅
力
を
英

語
で
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
、
国

内
外
の
政
府
組
織
や
旅
行
・
観
光
産
業

界
が
発
行
、
活
用
し
て
き
た
貴
重
な
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
事
情
等

に
よ
り
予
約
限
定
で
閲
覧
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
新
た
に
書
誌
デ
ー
タ
を

整
理
し
、
専
用
書
架
を
設
置
し
て
、
来
館

時
の
公
開
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

希
少
性
の
高
い
資
料
で
す
の
で
閲
覧
に

は
申
請
が
必
要
で
す
が
、
当
時
の
デ
ザ
イ

ン
や
装
丁
な
ど
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、
当
館
１
Ｆ
他
館
内
で
の
企
画

展
示
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
財
団
お
よ
び
現
在
の
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の
原
点
で
あ
り
ま
す

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
１
９
１
３
年
創
刊
）
や
、
日
本
で
最
も

長
く
続
い
た
旅
行
雑
誌
「
旅
」（
１
９
２
４

年
創
刊
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

専
用
端
末
に
て
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

共
有
す
る
観
光
の
研
究
・

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
「
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
」
に
は
１
０
０

人
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
可
能
な

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
」
を
設
け
ま
し

た
。

　

図
書
の
あ
る
空
間
の
魅
力
を
活
か
し
、

書
架
に
隣
接
し
た
ホ
ー
ル
や
会
議
室
を
使

用
し
て
、「
た
び
と
し
ょCafe

」（「
図
書

空
間
で
つ
な
ぐ
＆
楽
し
む
研
究
交
流
」
を

合
言
葉
に
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参

加
者
が
気
軽
に
語
り
合
え
る
場
と
し
て

２
０
１
４
年
度
か
ら
主
催
）
他
各
種
研
究

会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
観
光
の
研
究

や
実
務
に
携
わ
る
皆
様
が
集
ま
り
交
流

で
き
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

　

図
書
館
の
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
年

４
月
に
発
足
し
た
「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
が
中
心
と
な
っ
て
、「
旅
の
図
書
館
」

と
当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
が
こ
れ
ま
で

に
得
た
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
多

く
の
皆
様
と
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
旅
の
図

書
館
」
で
は
、
気
軽
に
人
が
集
ま
る
場

と
な
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
静
け

さ
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
の
よ
う
に
自
由
で
創
造
的
な
想
像
力

を
刺
激
さ
れ
る
居
心
地
の
良
さ
を
目
指
し

た
空
間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
移

動
壁
）
な
ど
を
活
用
し
た
柔
軟
な
空
間

利
用
を
行
い
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
の

一
部
で
あ
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
会
議
室
Ｂ
エ

リ
ア
や
１
階
の
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
は
通
常
、「
旅
の
図
書
館
」
の
閲
覧

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

実
践
的
学
術
研
究
機
関
の

図
書
館
と
し
て

  

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
「
旅
の
図
書
館
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
単
な
る
移
転
で
は
な

く
、
収
蔵
方
針
の
変
更
と
コ
ン
セ
プ
ト
の

再
設
定
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
図
書
館
」

と
し
て
の
運
営
に
と
ど
ま
ら
な
い
新
た
な

機
能
発
揮
を
も
志
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
背
景
は
次
の
通
り
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
は
、

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
の
公
益
法
人

認
定
を
機
に
10
年
後
の
組
織
の
方
向
性

や
活
動
に
つ
い
て
、
全
職
員
が
検
討
会
議

に
参
加
し
、
２
０
２
２
年
（
平
成
34
年
）

を
目
標
と
す
る
「
'22
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う

長
期
経
営
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
家
的
戦
略
と
し
て
観
光
の
重
要
性
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特集 1   新しい「旅の図書館」のご案内

が
増
す
中
、
当
財
団
は
、「
観
光
分
野
に

お
け
る
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」
と

し
て
、
国
や
地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
解

決
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
４
年
間
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
部
門
は
、
こ
の
「
'22
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
学
術
論
文
の
執
筆
や
国

際
的
な
学
会
へ
の
発
表
機
会
を
増
や
し
、

本
年
４
月
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
学
術

研
究
機
関
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
も
ま
た
同
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
い
、
実
践
的
学
術
研
究
機
関
の
一
翼

を
担
う
専
門
図
書
館
と
し
て
の
取
り
組

図１ 観光文化情報センターの役割

図２ 公益財団法人日本交通公社組織図（2016年4月1日現在）

観光文化情報センター

観光政策研究部

観光地域研究部

観光経済研究部

総 務 部

旅の図書館

企画創発課

企 画 室

総 務 課

編 集 室

経 理 課

会　長

経営執行会議

監　事

評議員会 理 事 会

み
を
進
め
て
き
た
次
第
で
す
。

【
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足
】

　

組
織
と
し
て
は
本
年
４
月
、「
観
光
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
部
門
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
は
、「
旅
の
図
書
館
」
を
中
心
と

し
て
「
編
集
室
」
と
「
企
画
室
」
か
ら
な

り
、
図
書
館
運
営
に
加
え
て
、
調
査
研
究

部
門
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
版

物
を
通
じ
た
情
報
発
信
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
担
務
し
て
い
ま
す
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
の
再
開
を
き
っ
か
け

と
し
て
、「
図
書
空
間
の
あ
る
日
本
交
通

公
社
ビ
ル
」
を
活
か
し
、
観
光
の
研
究
や

実
務
に
携
わ
る
皆
様
が
集
ま
り
交
流
で

き
る
機
会
を
増
や
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

と
も
に
「
観
光
の
研
究
・
情
報
に
関
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

以
上
の
よ
う
に
、「
旅
の
図
書
館
」
は

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
収
蔵

方
針
や
運
営
に
関
す
る
変
更
を
行
い
ま

し
た
が
、「
観
光
文
化
の
振
興
に
資
す
る
」

と
い
う
開
設
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
旅
の
図
書

館
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
ま
た
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
な
ど
へ
の
参
加
を
通

じ
、
観
光
を
取
り
巻
く
幅
広
い
情
報
の
読

み
解
き
や
意
見
交
換
の
場
に
、
ぜ
ひ
と
も

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
く
ぼ
た　

み
ほ
こ
）
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②古書・稀覯書は1Ｆを中心に企画展示
を行います
③ガーデンラウンジ。当財団研究員のミー
ティングスペースと閲覧スペースを兼ね
ています

①開放的な空間のライブラリープラザ。雑誌
架を中心に旅の情報コーナーなど新しい情
報が豊富

④エントランスゾーンには、ギャラリーを設け、当財団の
自主研究を中心に企画展を実施します（写真は「観光
資源の評価に関する研究（展示期間：2016/10/3 ～
12/30）」）

❶

❹

❸❷

⑤独自分類によるメインライブラリーの書架
⑥ライブラリー会議室B。通常は閲覧にご利用いただけ
ます
⑦ガイドブックや時刻表のバックナンバーは移動書架
へ収納。開架資料と閉架資料があります
⑧ライブラリーホール全体では研究会などを開催します

❺

❻
❼

❽

１Ｆ

 B1Ｆ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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7 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集 1   新しい「旅の図書館」のご案内

「旅の図書館」ご利用案内

　1Fでは、主に当財団の刊行物・出版物や学術誌、雑誌、ガ
イドブック、新着図書など、観光の新しい情報を提供してい
ます。
　B1Fには、観光研究・地域研究資料をはじめ、統計資料、古
書・稀覯書、ガイドブックや時刻表など主要な図書・資料を収

蔵しています。専用端末にて海外の観光関連学術誌（5誌）が
閲覧できます。
　B１Fのご利用は入室用のセキュリティカードが必要です。
　B1Fのライブラリー会議室Bエリアは、通常は閲覧スペースと
してご利用いただけます。

〈フロアマップ〉（右ページ）――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

●開館時間：月曜日～金曜日／10:30～17:00
●休館日：土曜日・日曜日・祝日・毎月第4水曜日・

年末年始
※上記以外の臨時休館のお知らせはホームページをご覧くだ
さい。

※シンポジウムや各種会議開催などによる臨時休館、開館時
間やご利用可能スペースが変更になることがございます。
旅の図書館のホームページや館内にて最新の情報をご案内
いたします。

●入館料：無料

〈開館日・休館日など〉― ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

・―館内には、ふた付きの飲み物はお飲みいただけ
ます（食事は不可）。

・―写真撮影は原則禁止です。
・―携帯電話のご利用については、マナーモードに設
定の上、通話は１Fエントランス・ギャラリーエ
リア、B1Fエレベーター周辺でご利用ください。

・―館内は禁煙です。
・―1FとB1Fにコピー機がございます。著作権法に定
められた範囲でご利用いただけます。料金は白
黒20円、カラー50円です。

・―パソコンはお持ち込みいただけます。

〈お願い〉―――――――――――――――――――

　館内のご利用にあたっては、1F受付カウンターにてご利用
の手続きをお願いします。

●1Fのみご利用の方
①受付カウンターで利用申請書にご記入ください。
②利用者証をお受け取りください。
③退館時に利用者証を受付カウンターにご返却ください。

●全館（1F、B1F）ご利用の方
①受付カウンターで利用申請書にご記入ください（運転免許
証、学生証など、ご本人確認ができる身分証明書をご提示
ください）。

②利用者証（セキュリティカード付）をお受け取りください。
③退館時に利用者証（セキュリティカード付）を受付カウン
ターにご返却ください。

※たびとしょカードについて
本館を繰り返しご利用いただく場合は「たびとしょカード」
が便利です。カードをご提示いただくだけで毎回の利用申
請書への記入が不要になります。
・カード発行手数料や年会費は無料です。
・カードの発行は受付カウンターで承ります。

〈ご利用方法〉――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

・本の館外貸し出しは行っておりません。
・古書・稀

きこう

覯書の他、古い時刻表の一部、統計資料の一部は
閉架資料です。閲覧申請用紙にご記入の上、スタッフにお申し
出ください（ホームページからの申請も可能です）。

〈資料の閲覧〉――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

<アクセス>
〒107-0062――東京都港区南青山二丁目7番29号　日本交通公社ビル　

東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
TEL：03-5770-8380―――Email:tabitosho_info@jtb.or.jp
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